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 第８節 子育てに関するアンケート調査結果 

１ 調査目的 

本計画策定にあたり、必要な情報を得るため、子育て家庭ニーズの動向分析等を行い、

当市の現状と今後の子ども・子育て支援における課題を整理することを目的とした調査を

実施しました。 

２ 調査・集計 

①調査票「子ども・子育て支援に関するニーズ調査（就学前児童用）」 

 調査対象者 平成30年12月１日現在、一関市に在住の就学前児童を持つ保護者 

 調査票配布数 1,500人 

 調査期間 平成31年1月7日～平成31年2月6日 

 調査方法 郵送により調査票を配布・回収しました。 

②調査票「子ども・子育て支援に関するニーズ調査（小学生用）」 

 調査対象者 平成30年12月１日現在、一関市に在住の小学生を持つ保護者 

 調査票配布数 1,000人 

 調査期間 平成31年1月7日～平成31年2月6日 

 調査方法 郵送により調査票を配布・回収しました。 

３ 調査項目 

①調査票「子ども・子育て支援に関するニーズ調査（就学前児童用）」 

 １ お住まいの地域（小学校区）について 

 ２ 子どもと家族の状況について 

 ３ 子どもの育ちをめぐる環境について 

 ４ 保護者の就労状況について 

 ５ 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

 ６ 土曜・休日や長期休業中の「定期的な」教育・保育事業の利用希望について 

 ７ 地域の子育て支援事業の利用状況について 

 ８ 子どもの病気の際の対応について（平日の定期的な教育・保育事業の利用者のみ） 

 ９ 不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

 10 放課後の過ごし方の希望について（子どもが５歳以上の方） 

 11 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 
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20.0  

20.0  

20.0  

20.0  

20.0  

20.0  

20.0  

20.0  

20.0  

20.0  

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童 

n=*** 

小学生 

n=*** 

○○地域 ○○地域 ○○地域 ○○地域 ○○地域 

②調査票「子ども・子育て支援に関するニーズ調査（小学生用）」 

 １ お住まいの地域（小学校区）について 

 ２ 子どもと家族の状況について 

 ３ 子どもの育ちをめぐる環境について 

 ４ 保護者の就労状況について 

 ５ 放課後の過ごし方の希望について 

 ６ 放課後児童クラブの現在の利用状況について 

 ７ 今後の放課後児童クラブの利用希望について 

 ８ 子どもの病気の際の対応について 

 ９ 不定期の保育サービスの利用について 

 10 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

４ 回収結果 

調査対象者 配布数(人) 回収数(人) 回収率(％) 

就学前児童の保護者 1,500 932 62.1 

小学生の保護者 1,000 610 61.0 

５ グラフの見方 

調査結果の数値については小数点第２位以下を四捨五入しているため、内訳を合計して

も100％に合致しない場合があります。また、複数回答が可能な設問では、各項目の割合の

合計が100％を超える場合があります。 

なお、基数となる実数は「n」として掲載し、各グラフや表の比率は「n」を母数とした

割合を示しています。 

 

 

問 1[問 1] 居住地域 

 

 

 

 

 

   

調査票「小学生の保護者」
の設問番号です。 調査票「就学前児童の保護者」

の設問番号です。 
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54.9  

52.5  

9.8  

10.2  

10.4  

10.7  

8.2  

7.9  

5.6  

6.2  

2.4  

3.6  

3.0  

2.5  

4.8  

5.1  

1.0  

1.5  

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童 

n=932 

小学生 

n=610 

一関 

地域 

花泉 

地域 

大東 

地域 

千厩 

地域 

東山 

地域 

室根 

地域 

川崎 

地域 

藤沢 

地域 

無回答 

55.6  

53.9  

33.7  

39.2  

10.3  

5.4  

0.4  

1.5  

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童 

n=932 

小学生 

n=610 

二世代世帯 

（子どもと親） 

三世代世帯 

（子どもと親と祖父母） 

その他の世帯 無回答 

55.4  

54.1  

39.7  

40.5  

1.2  

1.5  

2.4  

2.6  

1.1  

1.1  

0.3  

0.2  

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童 

n=932 

小学生 

n=610 

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答 

６ 調査の結果概要 

（１）家庭の状況 

問 1[問 1] 居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4(2)[問 4(2)] 家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6[問 6] 主な保育者の状況 
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利用して 

いる 

64.1% 

利用して 

いない 

35.1% 

無回答 

0.9% 

就学前児童 

n=932 

（２）子ども・子育て支援 

定期的な教育・保育事業を「利用している」方は64.1％となっています。 

利用中の事業をみると、「認可保育所」は46.9％、「認定こども園」は31.3％、「幼稚園」

は13.7％となっています。 

 問 14 定期的な教育・保育事業の利用状況 問 14-1 利用している定期的な教育・保育事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.7  

5.2  

46.9  

31.3  

2.3  

1.0  

2.0  

0.5  

1.3  

0.0  

0.2  

0.7  

1.2  

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園 

幼稚園の預かり保育 

認可保育所 

認定こども園 

小規模保育施設 

家庭的保育 

事業所内保育施設 

自治体の認証・認定保育施設 

その他の認可外保育施設 

居宅訪問型保育 

ファミリー・サポート・センター 

その他 

無回答 

就学前児童 

n=597 
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55.9  

79.1  

1.3  

1.0  

1.3  

0.2  

0.5  

6.0  

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため 

子育て（教育を含む）をしている方が 

現在就労している 

子育て（教育を含む）をしている方に 

就労予定がある／求職中である 

子育て（教育を含む）をしている方が 

家族・親族などを介護している 

子育て（教育を含む）をしている方に 

病気や障害がある 

子育て（教育を含む）をしている方が 

学生である 

その他 

無回答 

就学前児童 

n=597 

28.4  

14.1  

0.0  

14.4  

1.8  

0.6  

0.3  

51.4  

13.8  

1.2  

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がない 

子どもの祖父母や親戚がみている 

近所の人や父母の友人・知人がみている 

利用したいが、教育・保育事業に 

空きがない 

利用したいが、経済的な理由で 

事業を利用できない 

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の 

条件が合わない 

利用したいが、事業の質や場所など、 

納得できる事業がない 

子どもがまだ小さいため 

（□歳くらいになったら利用しようと考えている） 

その他 

無回答 

就学前児童 

n=327 

 

教育・保育事業を利用している理由は、「子育て（教育を含む）をしている方が現在就

労している」（79.1％）が最も高く、次いで「子どもの教育や発達のため」（55.9％）とな

っています。 

問 14-4 平日に教育・保育事業を利用している理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育・保育事業を利用していない理由は、「子どもがまだ小さいため」（51.4％）が最も

高く、次いで「利用する必要がない」（28.4％）、「利用したいが、教育・保育事業に空き

がない」（14.4％）となっています。 

問 14-5 教育・保育事業を利用していない理由 
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34.4  

18.7  

53.5  

49.9  

7.0  

3.8  

6.4  

2.4  

1.0  

2.1  

5.9  

1.2  

1.5  

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園 

幼稚園の預かり保育 

認可保育所 

認定こども園 

小規模保育施設 

家庭的保育 

事業所内保育施設 

自治体の認証・認定保育施設 

その他の認可外保育施設 

居宅訪問型保育 

ファミリー・サポート・センター 

その他 

無回答 

就学前児童 

n=932 

60.4  

32.0  

23.9  

21.4  

29.8  

5.6  

0.9  

7.4  

0% 25% 50% 75% 100%

居住地に近い場所 

勤務先の近く・通勤に便利な場所 

延長保育や休日保育など保育機能 

教育・保育の方針・内容 

幼稚園教諭、保育士などの対応 

利用料金の安さ 

その他 

無回答 

就学前児童 

n=932 

 

利用を希望する定期的な教育・保育事業は、「認可保育所」（53.5％）が最も高く、次い

で「認定こども園」（49.9％）、「幼稚園」（34.4％）、「幼稚園の預かり保育」（18.7％）と

なり、それ以外は１割未満となっています。 

問 15 希望する定期的な教育・保育事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児教育・保育事業の選択時に重視することは、「居住地に近い場所」（60.4％）が最も

高く、次いで「勤務先の近く・通勤に便利な場所」（32.0％）、「幼稚園教諭、保育士など

の対応」（29.8％）となっています。 

問 15-3 幼児教室・保育事業の選択時に重視すること 
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あった 

55.2% 

なかった 

41.0% 

無回答 

3.8% 

小学生 

n=610 

あった 

73.7% 

なかった 

17.9% 

無回答 

8.4% 

就学前児童 

n=597 

40.9  

83.4  

48.6  

12.5  

0.5  

0.0  

0.5  

0.5  

1.4  

1.4  

0% 25% 50% 75% 100%

父親が休んだ 

母親が休んだ 

（同居者を含む）親族・知人に 

子どもをみてもらった 

父親・母親のうち、就労して 

いない方が子どもをみた 

病児・病後児の保育を利用した 

ベビーシッターを利用した 

ファミリー・サポート・センター 

を利用した 

仕方なく子どもだけで 

留守番をさせた 

その他 

無回答 

就学前児童 

n=440 

20.2  

66.8  

35.0  

11.6  

0.0  

0.0  

6.2  

2.4  

0.6  

0% 25% 50% 75% 100%

父親が休んだ 

母親が休んだ 

（同居者を含む）親族・知人に 

子どもを預けた 

就労していない保護者がみた 

ベビーシッターを利用した 

ファミリー・サポート・センター 

を利用した 

仕方なく子どもだけで 

留守番をさせた 

その他 

無回答 

小学生 

n=337 

 

子どもが病気やケガで教育・保育事業を利用できなかったことが「あった」就学前児童

は73.7％、学校を休んだことが「あった」小学生は55.2％となっています。 

その際の対処方法をみると、就学前児童・小学生ともに「母親が休んだ」（83.4％・66.8％）

が最も高く、次いで「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった・預けた」

（48.6％・35.0％）、「父親が休んだ」（40.9％・20.2％）となっています。 

問 21[問 15] 病気やケガで教育・保育事業を利用できなかった、学校を休んだことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21-1[問 15-1] この１年間の対処方法 
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31.2  

13.7  

66.1  

85.0  

2.7  

1.3  

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童 

n=375 

小学生 

n=234 

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答 

2.3  

4.3  

0.6  

0.1  

0.3  

89.6  

3.4  

0% 25% 50% 75% 100%

一時預かり 

幼稚園の預かり保育 

ファミリー・サポート・ 

センター 

ベビーシッター 

その他 

利用していない 

無回答 

就学前児童 

n=932 

0.0  

0.8  

0.0  

0.0  

1.0  

94.3 

3.9  

0% 25% 50% 75% 100%

日中預かり 

ファミリー・サポート・ 

センター 

短期入所生活援助事業 

（ショートステイ） 

ベビーシッター 

その他 

利用していない 

無回答 

小学生 

n=610 

 

父親・母親が休んで対処した方のうち、「できれば病児・病後児保育施設等を利用した

い」と回答した保護者は、就学前児童で31.2％、小学生で13.7％となっています。 

問 21-2[問 15-2] 父親・母親が休んで対処した方の病児・病後児保育施設の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育事業または保育サービスの利用状況をみると、就学前児童は「幼稚

園の預かり保育」（4.3％）、「一時預かり」（2.3％）等、小学生は「ファミリー・サポート・

センター」（0.8％）でわずかに利用がある程度で、就学前児童・小学生ともに９割前後が

「利用していない」と回答しています。 

問 22[問 16] 不定期に利用している教育・保育事業 
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38.0  

64.8  

32.4  

14.1  

4.2  

0% 25% 50% 75% 100%

小学生 

n= 71 

利用したい 

36.4% 

利用する 

必要はない 

57.3% 

無回答 

6.3% 

就学前児童 

n=932 

利用したい 

11.6% 

利用する 

必要はない 

85.2% 

無回答 

3.1% 

小学生 

n=610 

54.9  

66.4  

27.7  

2.7  

0.9  

0% 25% 50% 75% 100%

私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や 

親の習い事等）、リフレッシュ目的 

冠婚葬祭、学校行事、子ども 

（兄弟姉妹を含む）や親の通院等 

不定期の就労 

その他 

無回答 

就学前児童 

n=339 

 

不定期の教育・保育事業または保育サービスの利用意向をみると、「利用したい」は就

学前児童で36.4％、小学生で11.6％となっています。 

利用を希望する目的は、就学前児童・小学生ともに「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄

弟姉妹を含む）や親の通院等」（66.4％・64.8％）が最も高く、次いで「私用（買い物、

子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的」（54.9％・38.0％）とな

っています。 

問 23[問 17]  不定期の教育・保育事業または保育サービスの利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23-1[問 17.1]  不定期の教育・保育事業または保育サービスの利用目的 
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あった 

10.6% 

なかった 

85.9% 

無回答 

3.4% 

就学前児童 

n=932 

あった 

11.5% 

なかった 

87.0% 

無回答 

1.5% 

小学生 

n=610 

90.0  

0.0  

0.0  

8.6  

8.6  

0.0  

0.0  

0% 25% 50% 75% 100%

（同居者を含む）親族・知人に 

みてもらった 

短期入所生活援助事業 

（ショートステイ）を利用した 

短期入所生活援助事業以外の 

保育事業を利用した 

仕方なく子どもを同行させた 

仕方なく子どもだけで 

留守番をさせた 

その他 

無回答 

小学生 

n=70 

90.9  

0.0  

11.1  

0.0  

1.0  

1.0  

0% 25% 50% 75% 100%

（同居者を含む）親族・知人に 

みてもらった 

認可外保育施設や 

ベビーシッター等を利用した 

仕方なく子どもを同行させた 

仕方なく子どもだけで 

留守番をさせた 

その他 

無回答 

就学前児童 

n=99 

 

この１年間に子どもを泊りがけで家族以外に預けた経験をみると、「あった」は就学前

児童で10.6％、小学生で11.5％となっています。 

その際の対処方法をみると、就学前児童・小学生ともに「（同居者を含む）親族・知人

にみてもらった」（90.9％・90.0％）で約９割となっています。また、就学前児童・小学

生ともに「仕方なく子どもを同行させた」（11.1％・8.6％）となっているほか、「仕方な

く子どもだけで留守番をさせた」が小学生では8.6％となっています。 

問 24[問 18] 子どもを泊りがけで家族以外に預けたことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24-1[問 18.1] その際のこの１年間の対処方法 
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非常に頼み

づらかった 

8.9% 

どちらかと

いうと頼み

づらかった 

40.0% 

問題なく 

頼めた 

48.9% 

無回答 

2.2% 

就学前児童 

n=90 

非常に困難 

3.2% 

どちらかと

いうと困難 

27.0% 

特に困難 

ではない 

65.1% 

無回答 

4.8% 

小学生 

n=63 

6.7  

8.2  

56.2  

31.8  

1.7  

0% 25% 50% 75% 100%

「おやこの広場」の利用について 

「子育て支援センター」の利用について 

どちらも利用していない 

今は利用していないが、以前利用したことがある 

無回答 

就学前児童 

n=932 

 

親族・知人にみてもらうことについて、就学前児童は「非常に頼みづらかった」「どち

らかというと頼みづらかった」を合わせると、48.9％が頼みづらいと感じています。 

小学生は「非常に困難」「どちらかというと困難」を合わせると、30.2％が困難である

と感じています。 

問 24-2[問 18-1] 親族・知人にみてもらう場合の困難度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域子育て支援拠点事業の利用状況をみると、「子育て支援センター」利用者は8.2％、

「おやこの広場」利用者は6.7％となっています。 

問 18 地域子育て支援拠点事業の利用状況 
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24.7  5.8  60.0  9.5  

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童 

n=932 

利用していないが 

利用したい 

すでに利用しているが 

利用日数を増やしたい 

新たに利用したり、利用日数を 

増やしたいとは思わない 

無回答 

73.9  

10.2  

38.2  

0.8  

10.7  

19.2  

0.8  

3.4  

2.3  

0% 25% 50% 75% 100%

小学生 

n=610 

73.4  

10.8  

33.6  

1.5  

8.4  

19.2  

0.7  

1.8  

1.3  

0% 25% 50% 75% 100%

自宅 

祖父母宅や友人・知人宅 

習い事（スポーツ少年団、学習塾など） 

児童館 

放課後子ども教室 

放課後児童クラブ（学童保育） 

ファミリー・サポート・センター 

その他（市民センター、公園、 

図書館など） 

無回答 

小学生 

n=610 

 

地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向をみると、「利用していないが利用したい」

は24.7％、「すでに利用しているが利用日数を増やしたい」は5.8％となっています。 

問 19 地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生が放課後過ごしている場所は、「自宅」（73.4%）が最も高く、次いで「習い事（ス

ポーツ少年団、学習塾など）」（33.6%）、「放課後児童クラブ（学童保育）」（19.2%）となっ

ています。 

また、過ごさせたい場所でも「自宅」（73.9%）が最も高く、次いで「習い事（スポーツ

少年団、学習塾など）」（38.2％）となり、「放課後児童クラブ（学童保育）」は19.2%とな

っています。 

 [問 11] 放課後過ごしている場所 [問 12] 放課後過ごさせたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



第２章 子ども・子育て環境の現状と課題 

43 

48.1  

8.5  

21.7  

3.8  

15.1  

39.6  

0.0  

2.8  

8.5  

0% 25% 50% 75% 100%

自宅 

祖父母宅や友人・知人宅 

習い事（スポーツ少年団、学習塾など） 

児童館 

放課後子ども教室 

放課後児童クラブ（学童保育） 

ファミリー・サポート・センター 

その他（市民センター、公園、 

図書館など） 

無回答 

就学前児童 

n=106 

62.3  

5.7  

38.7  

3.8  

18.9  

26.4  

0.0  

4.7  

7.5  

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童 

n=106 

 

小学校入学後、低学年で放課後過ごさせたい場所は、「自宅」（48.1％）が最も高く、次

いで「放課後児童クラブ（学童保育）」（39.6%）、「習い事（スポーツ少年団、学習塾など）」

（21.7%）となっています。高学年では「自宅」（62.3%）が最も高く、次いで「習い事（ス

ポーツ少年団、学習塾など）」（38.7%）、「放課後児童クラブ（学童保育）」（26.4%）となっ

ています。 

 問 25 放課後過ごさせたい場所 問 26 放課後過ごさせたい場所 

 （小学校低学年） （小学校高学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「小学校低学年」は１～３年生、「小学校高学年」は４～６年生です。 
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利用して 

いる 

19.2% 

利用して 

いない 

78.2% 

無回答 

2.6% 

小学生 

n=610 

7.7 

25.6 

11.1 

6.8 

14.5 

4.3 

3.4 

9.4 

44.4 

3.4 

0% 25% 50% 75% 100%

開設時間を延長してほしい 

利用できる学年を拡大してほしい 

日曜日・祝日も開いてほしい 

お盆・年末年始に開いてほしい 

施設設備を改善してほしい 

指導内容を工夫してほしい 

職員の対応をよくしてほしい 

その他 

特にない 

無回答 

小学生 

n=117 

72.1  

0.6  

4.0  2.9  

0.6  

7.5  8.8  3.4  

0% 25% 50% 75% 100%

小学生 

n=477 

利用する必要がないから 放課後児童クラブを知らなかったから 

近くに、放課後児童クラブがないから 放課後児童クラブに空きがないから 

放課後児童クラブの開設時間が短いから 利用料がかかるから 

その他 無回答 

 

放課後児童クラブを「利用している」小学生は19.2％となっています。 

放課後児童クラブへの要望をみると、「特にない」（44.4％）が最も高く、次いで「利用

できる学年を拡大してほしい」（25.6％）、「施設設備を改善してほしい」（14.5％）となっ

ています。 

 [問 13] 放課後児童クラブの利用状況 [問 13-2] 放課後児童クラブへの要望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後児童クラブを利用していない理由は「利用する必要がないから」（72.1％）が７

割以上を占め、次いで「利用料がかかるから」（7.5％）となっています。 

[問 13-3] 放課後児童クラブを利用していない理由 
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23.8  70.8  5.4  

0% 25% 50% 75% 100%

小学生 

n=610 

利用したい 利用希望はない 無回答 

27.6  46.9  25.5  

0% 25% 50% 75% 100%

小学生 

n=145 

利用したい 利用希望はない 無回答 

 

今後の放課後児童クラブの利用意向は、「利用したい」が23.8％となっており、そのう

ち27.6％が土曜日の利用を希望しています。 

[問 14] 今後の放課後児童クラブの利用意向 

 

 

 

 

 

 

[問 14-1] 土曜日の放課後児童クラブの利用意向 
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39.4  

52.8 

12.6  

0.3 

20.9  

30.5 

2.4  

0.3 

21.1  

10.2 

1.6  

0.8 

2.0  

5.1 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童 

n=932 

小学生 

n=610 

フルタイムで就労しており、 

産休・育休・介護休業中ではない 

フルタイムで就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

パート・アルバイト等で就労しており、 

産休・育休・介護休業中ではない 

パート・アルバイト等で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

以前は就労していたが、 

現在は就労していない 

これまで就労したことがない 

無回答 

90.8  

82.1 

0.3  

0.3 

0.5  

0.8 

0.0  

0.0  

0.9  

1.0  

0.1  

0.3 

7.4  

15.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童 

n=932 

小学生 

n=610 

フルタイムで就労しており、 

育休・介護休業中ではない 

フルタイムで就労しているが、 

育休・介護休業中である 

パート・アルバイト等で就労しており、 

育休・介護休業中ではない 

パート・アルバイト等で就労しているが、 

育休・介護休業中である 

以前は就労していたが、 

現在は就労していない 

これまで就労したことがない 

無回答 

（３）職業生活と家庭生活との両立 

母親の就労状況をみると、就学前児童・小学生ともに「フルタイムで就労している」

（52.0％・53.1％）が最も高くなっています。 

「フルタイムで就労している」「パート・アルバイト等で就労している」を合わせると、

就労している母親は、就学前児童で75.3％、小学生で83.9％となり、小学生が就学前児童

を8.6㌽上回っています。 

問 12(1)[問 9(1)] 母親の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親の就労状況をみると、「フルタイムで就労している」「パート・アルバイト等で就労

している」と回答した方を合わせると、就学前児童は91.6％、小学生で83.2％となり、就

学前児童が小学生を8.4㌽上回っています。 

問 13(1)[問 10(1)] 父親の就労状況 
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13.8  

8.5  

32.7  

31.4  

44.2  

53.7  

3.2  

1.6  

6.0  

4.8  

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童 

n=217 

小学生 

n=188 

フルタイムへの転換希望があり、 

実現できる見込みがある 

フルタイムへの転換希望はあるが、 

実現できる見込みはない 

パート・アルバイト等での就労を 

続けることを希望 

パート・アルバイト等をやめて 

子育てや家事に専念したい 

無回答 

19.8  

37.3  

44.3  

10.4  

33.0  

35.8  

2.8 

16.4  

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童 

n=212 

小学生 

n=67 

子育てや家事などに専念したい 

（就労の予定はない） 

１年より先、一番下の子どもが 

□□歳になったころに就労したい 

すぐにでも、もしくは１年以内に 

就労したい 

無回答 

 

現在、フルタイム以外での就労をしており、「フルタイムへの転換希望があり、実現で

きる見込みがある」「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」を合

わせると、フルタイムへの転換希望がある母親は、就学前児童で46.5％、小学生で39.9％

となり、就学前児童が小学生を6.6㌽上回っています。 

また、「パート・アルバイト等での就労を続けることを希望」する母親は、就学前児童

で44.2％、小学生で53.7％となり、小学生が就学前児童を9.5㌽上回っています。 

問 12(1)-3[問 9(1)-3] 母親のパートタイムからフルタイムへの転換意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在就労していない母親の今後の就労意向をみると、就学前児童では「１年より先、一

番下の子どもが□□歳になったころに就労したい」（44.3％）が最も高く、次いで「すぐ

にでも、もしくは１年以内に就労したい」（33.0％）となっています。 

小学生では「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」（37.3％）と「すぐ

にでも、もしくは１年以内に就労したい」（35.8％）が同程度となっています。 

「１年より先、一番下の子どもが□□歳になったころに就労したい」「すぐにでも、も

しくは１年以内に就労したい」を合わせると、就労希望のある母親は、就学前児童で77.3％、

小学生で46.2％となり、就学前児童が小学生を31.1㌽上回っています。 

問 12(1)-4[問 9(1)-4] 就労していない母親の今後の就労希望 
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39.6  

43.0  

47.0  

34.9  

11.8  

19.0  

1.6  

3.1  

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童 

n=932 

小学生 

n=610 

働いていなかった 取得した 

（取得中である） 

取得していない 無回答 

1.2 

1.5  

2.4 

3.1  

84.3 

81.0  

12.1 

14.4  

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童 

n=932 

小学生 

n=610 

働いていなかった 取得した 

（取得中である） 

取得していない 無回答 

 

母親の育児休業制度の利用状況をみると、就学前児童は「取得した（取得中である）」

が47.0％で最も高く、次いで「働いていなかった」（39.6％）となっています。 

小学生では「働いていなかった」が43.0％で最も高く、次いで「取得した（取得中であ

る）」（34.9％）となっています。 

問 29(1)[問 19(1)] 母親の育児休業制度の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親の育児休業制度の利用状況をみると、就学前児童・小学生ともに「取得していない」

（84.3％・81.0％）が８割を超えています。また、「取得した（取得中である）」父親は、

就学前児童で2.4％、小学生で3.1％となっています。 

問 29(2)[問 19(2)] 父親の育児休業制度の利用状況 
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母親が育児休業を取得していない理由は、就学前児童では「職場に育児休業の制度がな

かった（就業規則に定めがなかった）」（16.4％）が最も高く、次いで「仕事が忙しかった」

（15.5％）、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」「収入減となり、経済的に苦

しくなる」（各14.5％）となっています。 

小学生では「収入減となり、経済的に苦しくなる」（20.7％）が最も高く、次いで「職

場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（19.8％）、「職場に育児休業の制度がなかっ

た（就業規則に定めがなかった）」（16.4％）となっています。 

問 29(1).3[問 19(1).3] 母親が育児休業を取得していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.5  

15.5  

9.1  

2.7  

0.0  

14.5  

6.4  

0.0  

10.0  

10.0  

16.4  

5.5  

0.0  

0.9  

21.8  

26.4  

0% 25% 50% 75% 100%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

仕事が忙しかった 

(産休後に)仕事に早く復帰したかった 

仕事に戻るのが難しそうだった 

昇給・昇格などが遅れそうだった 

収入減となり、経済的に苦しくなる 

保育所などに預けることができた 

配偶者が育児休業制度を利用した 

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえる 

など、制度を利用する必要がなかった 

子育てや家事に専念するため退職した 

職場に育児休業の制度がなかった 

（就業規則に定めがなかった） 

有期雇用のため育児休業の取得要件を 

満たさなかった 

育児休業を取得できることを知らなかった 

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を 

取得できることを知らず、退職した 

その他 

無回答 

就学前児童 

n=110 

19.8  

12.9  

6.9  

7.8  

0.9  

20.7  

9.5  

0.9  

13.8  

13.8  

16.4  

1.7  

1.7  

1.7  

17.2  

21.6  

0% 25% 50% 75% 100%

小学生 

n=116 
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父親が育児休業を取得していない理由は、就学前児童では「配偶者が育児休業制度を利

用した」（27.7％）が最も高く、次いで「仕事が忙しかった」（26.8％）、「収入減となり、

経済的に苦しくなる」（24.0％）となっています。 

小学生では「配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要

がなかった」（30.0％）が最も高く、次いで「仕事が忙しかった」（25.9％）、「収入減とな

り、経済的に苦しくなる」（21.5％）となっています。 

問 29(2).3[問 19(2).3] 父親が育児休業を取得していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.8  

26.8  

0.0  

0.9  

2.7  

24.0  

0.9  

27.7  

22.0  

0.1  

8.1  

0.4  

1.5  

0.0  

7.0  

27.9  

0% 25% 50% 75% 100%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

仕事が忙しかった 

(産休後に)仕事に早く復帰したかった 

仕事に戻るのが難しそうだった 

昇給・昇格などが遅れそうだった 

収入減となり、経済的に苦しくなる 

保育所などに預けることができた 

配偶者が育児休業制度を利用した 

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえる 

など、制度を利用する必要がなかった 

子育てや家事に専念するため退職した 

職場に育児休業の制度がなかった 

（就業規則に定めがなかった） 

有期雇用のため育児休業の取得要件を 

満たさなかった 

育児休業を取得できることを知らなかった 

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を 

取得できることを知らず、退職した 

その他 

無回答 

就学前児童 

n=786 

15.4  

25.9  

0.6  

2.2  

1.8  

21.5  

3.0  

21.3  

30.0  

0.4  

7.3  

1.0  

2.2  

0.0  

5.9  

22.7  

0% 25% 50% 75% 100%

小学生 

n=494 
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 第９節 現行施策・事業の評価等 

 

第一期計画は、４つの節と 15施策 48事業により構成され、その結果として目標達成できた

31 事業（64.6％）、推進できた 14 事業（29.2％）、実施中の２事業（4.2％）、見直しが必要１

事業（2.1％）という進捗評価となりました。 

■ 第一期計画における施策の進捗評価 

施策名 事業数 
目標 
達成 

推進 
できた 

実施中 
見直しが
必要 

計画全体 48 31 14 2 1 

第１節 子ども・子育て支援事業の充実 29 19 8 1 1 

 実施施策１．教育・保育の区分設定 ― ― ― ― ― 

 
実施施策２．教育・保育施設、地域型保育事業 

の確保策 
1 1 0 0 0 

 
実施施策３．教育・保育施設の確保の方策の今後

の方向性 
3 2 1 0 0 

 実施施策４．地域型保育事業の充実 2 2 0 0 0 

 実施施策５．地域子ども・子育て支援事業の充実 14 7 6 0 1 

 
実施施策６．幼児期の学校教育・保育の一体的 

提供 
5 4 1 0 0 

 実施施策７．放課後児童対策の充実 4 3 0 1 0 

第２節 子育てを支える仕組みづくり 5 3 2 0 0 

 実施施策１．相談支援の充実 2 2 0 0 0 

 実施施策２．経済的負担の軽減 1 1 0 0 0 

 実施施策３．地域で支える仕組みづくり 2 0 2 0 0 

第３節 職業生活と家庭生活との両立の推進 5 3 1 1 0 

 実施施策１．多様な就労の実現 3 1 1 1 0 

 実施施策２．仕事と子育ての両立の推進 2 2 0 0 0 

第４節 要保護児童への対応と取り組みの推進 9 6 3 0 0 

 実施施策１．児童虐待防止等の充実 4 3 1 0 0 

 実施施策２．ひとり親家庭等の自立支援の推進 2 2 0 0 0 

 実施施策３．障がい児施策の充実 3 1 2 0 0 
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 第10節 当市における子育て支援に関わる課題 

 

本計画の策定にあたっては、ニーズ調査の結果や第一期計画の施策進捗評価結果を受けて、

次の５つを主な課題と捉え、これらの課題を解決するための施策を優先的に推進します。 

課題１ 保育施設における年度途中の待機児童の解消 

３号認定（保育を必要とする０～２歳児）を中心に年度途中で待機児童が発生してい

る状況の中、保育士等の不足により受け皿を拡大できない状況にあるため、保育士等の

人材確保が急務となっています。 

課題２ 子どもや子育て家庭の負担軽減のための切れ目のない支援と相談体制の充実 

第一期計画の施策評価において、「見直しが必要」とした事業のほか、多様化する利用

者ニーズに対応するため、利便性の高い事業実施の在り方や周知の方法等を検討する必

要があります。 

課題３ 放課後に保護者が不在となる児童の居場所づくり 

核家族化の進行や母親の就労率の高まりから、放課後児童クラブや放課後子ども教室

等、児童生徒の放課後の居場所の確保が必要となっています。また、指導員や支援員の

確保や研修体制を強化し、物心両面で放課後児童の健全育成を図っていく必要がありま

す。 

課題４ 支援を必要とする子どもとその家庭に対する各種支援制度の周知と自立に向けた
支援 

家庭児童相談室の相談件数が増加しており、児童虐待を未然に防止するための相談支

援体制の強化が必要です。また、所得が低い傾向にあるひとり親家庭や、発達に関して

支援が必要な子どもとその家族などへの適切な支援と周知が必要です。 

課題５ 子どもの現在と将来が生まれ育った環境に左右されることなく子どもが夢と希望

をもって成長できる環境の整備 

県内における子どもの貧困率は10.9％となっており、約１割程度の家庭が相対的貧困

家庭と位置付けられることから、低所得世帯の子どもたちへの支援が必要です。 

社会的な孤立に陥りがちな困難を抱える子どもへ支援の手が届くよう交流の機会を提

供する居場所づくりの確保と地域ぐるみで子どもを育て見守る体制づくりを行うことな

どにより総合的に対策を進めます。 

 


